
総合戦略の体系比較（国・府・市）

１．人口減少と地域経済縮小の克服

① 東京一極集中を是正する ① 若者が活躍でき、子育て安心の都市「大阪」の実現 ① 定住の促進

② 若い世代の就労・結婚・子育ての希望を実現する ②
人口減少・超高齢社会においても持続可能な地域づくり

② にぎわいの促進

③ 地域の特性に即して地域課題を解決する ③ 誰もが健康でいきいきと活躍できる「まち」をつくる ③ 安全・安心の促進

２．まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立 ④ 安全・安心な地域をつくる ④ 支えあい・協働の促進

①しごとの創生 基本目標＜１＞ Ⅰ） ⑤ 都市としての経済機能を強化する ⑤ 都市経営の促進

⑥ 定住魅力・都市魅力を強化する

（ア） 地域経済雇用戦略の企画・実施体制の整備

（イ） 地域産業の競争力強化 ⑤(1) 産業の創出・振興 ② 19 ものづくり産業の振興

・ 新たなビジネスの創造 ・ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ（産業革新）を生み出す環境整備 ・ ものづくり技術・商品開発の支援

・ 既存企業の「第二創業」促進 ・ 健康医療産業等の生活支援型ｻｰﾋﾞｽ強化 ・ ビジネスマッチングの促進

・ 個人起業の促進 ・ 女性・若者・シニア等の起業家の育成・支援

・ ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業の官公需への参入促進

・ 地域を担う中核企業支援 ⑤(3) 活力ある農林水産業の実現 ② 21 産業として成立する農林業の確立

・ 地域イノベーションの推進 ・ 農林水産物のブランド化や新規参入拡大 ・ 新たな農産物の産地化促進

・ 外国企業の地方への直接投資の促進 ・ 新たな担い手の育成 ・ ６次産業化の促進

・ 事業継承の円滑化 ・ 販路拡大 ・ 地産地消・都市農村交流の推進

・ サービス産業の活性化 ・ 農林水産基盤（里山・ため池）の保全 ・ 林業の再生に向けた木材のブランド化

・ 農林水産業の成長産業化

・ 観光地域づくりの推進 ② 23 地域資源を活用した観光産業の振興

・ ・ 地場産業との連携による来訪の促進

⑥(2) 都市魅力の創出・発信 ・ 歴史遺産を生かした観光拠点の整備

分散型エネルギーの推進 ・ 観光やｽﾎﾟｰﾂ資源等による集客 ・ 外国人観光客の受入れ体制の強化

（ウ） ①(1) 若者の安定就職支援・職場定着支援 ② 22 安定した雇用の創出と次代の担い手の育成

・ 若者と府内優良中小企業とのﾏｯﾁﾝｸﾞ ・ 中小企業の後継者育成

・ 地域における良質な雇用の確保 ・ 課題解決型学習やｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの導入 ・ 農林業の担い手の育成

・ 人材育成・定着の支援 （職場定着支援・ものづくりへの興味） ・ 地域就労の支援

・ ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ人材のﾏｯﾁﾝｸﾞ促進 ・ 高等職業技術専門校における人材育成

・ 地域における女性活躍の推進 ①(2) 女性の活躍推進

・ 新規就農・就業者への総合的支援 ・ 「OSAKA女性活躍推進会議」の設置

・ 大学等における人材育成支援 ・ 女性の人材育成や職域の拡大

・ 若者・高齢者・障がい者が活躍できる社会の実 ③(C) あらゆる人が活躍できる「全員参画社会」の実現

・ 障がい者等の就労支援

⑤(4) 多様な担い手との協働

・ ＮＰＯや民間との多様な担い手との連携

（エ） ICT等の利活用による地域の活性化

・ ICT等の利活用

・ 気象データの利活用の促進

②ひとの創生 基本目標＜２＞ Ⅲ）

（ア） 地方移住の推進 ⑥(1) 定住魅力の強化

・ 地方移住希望者への支援体制 ・ おおさか地域しごと支援センターの設置

・ 地方居住の本格推進

・ 日本版ＣＣＲＣの検討

・ 地域おこし協力隊の拡充

（イ） ⑤(2) 企業立地の促進

・ 企業立地の促進

・ 企業の地方拠点強化 ・ 幹線道路沿道等における産業用地の創出

・ 政府関係機関の地方移転

・ ｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽ・ﾃﾚﾜｰｸの促進

（ウ） 地方大学の活性化

基本目標＜３＞ Ⅰ）

（ア） 若い世代の経済的安定

・ 若者雇用対策の推進 ① 1 結婚・出産の希望をかなえる環境づくり

・ 出会いの場の創出

（イ） 妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援 ①(3) 結婚・妊娠・出産・子育て環境の充実 ・ 妊娠・出産のサポート体制の充実

・ 子育て世代の支援を行うﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ拠点の整備 ・ 保健・医療環境づくりの推進

・ 小児医療や周産期医療の確保 ① 2 子どもたちの健やかな発育の支援

・ 乳児健康診査の充実

（ウ） 子ども・子育て支援の充実 ①(3) 結婚・妊娠・出産・子育て環境の充実 ・ 各種予防接種の充実と接種率の向上

・ 待機児童の解消 ・ ・ こども医療費助成の対象年齢の拡大

・ 放課後児童クラブ等の整備 ・ 育児相談支援体制の充実

・ 幼児教育の無償化に向けた取組 ・ 一時預かりや放課後児童クラブ等の支援拡充

（教育費負担の軽減） ① 5 子育てと仕事の両立支援体制の充実

・ 多子世帯支援 ・ 待機児童解消に向けた取組みの推進

・ 三世代同居・近居の支援 ・ 安全・安心な放課後等の居場所づくり

（エ） 仕事と生活の調和（ワークライフバランス） ①(2) 女性の活躍推進

・ 「いきいき元気企業宣言事業者」登録制度の活用

企業の地方拠点強化、企業等における地方採

用・就労の拡大

地方への新しい

流れをつくる

若い世代の結婚・

出産・子育ての希

望をかなえる

政策パッケージ

若者が活躍でき、子育

て安心の都市「大阪」の

実現

地方への人材還流、地域での人材育成、地方の

雇用対策

地方における安

定した雇用を創出

する

相応の賃金・安定

した雇用・やりが

いのあるしごと

・地方への新しい

流れ（若者の地方

就労・地方への移

住）

・安心して結婚・

出産・子育てがで

きる

東西二極の一極として

の社会経済構造の構築

【府】まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）

基本となる施策の柱立て

保育所・認定こども園・小規模保育等の多様な保育の

充実を支援し、待機児童解消を推進

方向性

【国】まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的視点 施策の方向

歴史・文化・芸術・ｽﾎﾟｰﾂ等による地域の活性化

（１）地域にしごとをつくり、安心して働けるようにする

（２）地方への新しいひとの流れをつくる

（３）若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

【和泉市】総合戦略

【和泉市】総合計画　　重点施策（案）

若者が活躍でき、子育

て安心の都市「大阪」の

実現
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政策パッケージ

【府】まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）

基本となる施策の柱立て方向性

【国】まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的視点 施策の方向

【和泉市】総合戦略

【和泉市】総合計画　　重点施策（案）

③まちの創生 基本目標＜４＞ Ⅱ）

時代にあった地

（ア） 中山間地域等における「小さな拠点」の形成

・ 小さな拠点の形成

・ 公立小・中学校の適正規模化

（イ） 地方都市における経済・生活圏の形成 ③(2) 高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり ② 20 商店街活性化による地域の賑わいの創出

・ 都市のコンパクト化 ・ 医療と介護の連携 ・ 空き店舗活用の支援

・ 地域包括ケアシステムの構築 ・ 世代内での助け合い強化（有償ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ） ・ 商店街活性化の支援

・ 公共施設の再編 ・ 介護人材の確保

・ 波及効果の高い民間投資の喚起 ③ 26 支援を必要とする人への相談支援体制の充実

・ 空き店舗の解消 ・ 地域包括ケアシステムの構築

・ 高齢者の相談支援体制の充実

・ 障がい者とその家族への支援体制の充実

・ 生活支援体制の充実

（ウ） 大都市圏における安心な暮らしの確保 ③(1) 健康寿命の延伸 ① 11 定期的な健康チェックの推進

・ 医療・介護問題への対応 ・ 検診の受診促進 ・ がん予防施策の推進

・ 公的賃貸住宅団地の福祉拠点化 ・ 生活習慣病対策の推進 ・ 生活習慣改善の推進

・ 自主的な健康づくり活動の促進

（エ） ④(2) 都市基盤の再構築 ⑤ 34 既存ストックの適正管理の促進

・ ファシリティマネジメントの推進 ・ 既存施設の長寿命化の促進

・ 公共施設等の利活用について民間活力の活用 ・ 公共施設の長寿命化・最適化・有効活用 ・ 資産保有の最適化

・ 空き家対策の推進 ⑥(1) 定住魅力の強化

・ 空き家の利活用や適正管理 ④ 31 コミュニティの活性化と担い手の育成

・ 地域公共交通の確保 ・ 市民交流の促進

・ 市民活動の活性化支援

・ コミュニティの維持及び活性化の推進

（オ） 地域連携による経済・生活圏の形成

・ 広域連携

（カ） 住民が地域防災の担い手となる環境の確保 ④(1) 安全・安心の確保 ③ 27 安心して生活できる防犯体制の整備

・ 消防団等の充実 ・ 住民自らが地域防災の担い手となる環境整備 ・

・ 住民主体の地域防災の充実 ・ 住宅・建築物の耐震化促進 ・ 連携による防犯体制の充実

・ 防災情報の発信機能の高度化 ・ 防犯意識の醸成

・ 防犯・交通安全教育による子どもの安全確保

③ 28 地域における防災体制の強化

・ 防災リーダーの養成

・ 自主防災組織の結成及び活動の推進

・ 避難行動要支援者への支援体制づくり

・ 外国人のための災害対策の充実

（キ） ふるさとづくりの推進 ① 9 知識・経験を生かして地域に貢献する人材の育

・ 「ふるさと」に対する誇りを高める施策の推進 ・ 生涯を通じた学習活動の促進

・ まちづくりの活動を担う人材の育成

・ 図書館機能の充実

Ⅰ） ②(1) 次代を担う人づくり

・ 学校力の向上

・ 一人ひとりの力を伸ばす教育の充実

・ グローバル人材の育成（英語教育の充実）

・ 小・中・高一貫したキャリア教育

・ 地域連携による将来の地域社会を支える人材育成

・ 「生きる力」を育む

・ 子どもの体力向上

・ 幼少時からの健康教育の推進

②(2) 子どもをめぐる課題への対応

・ 不登校・いじめ等への適切な対応

・ 家庭の養育力・教育力向上支援の充実

・ 児童虐待の発生予防

Ⅲ） ⑤(5) インフラの充実・強化東西二極の一極として

の社会経済構造の構築

若者が活躍でき、子育

て安心の都市「大阪」の

実現

人口減少・超高齢化社

会においても持続可能

な地域づくり

地域の特性に即

して課題解決

防犯カメラ設置による安心できる防犯環境の整備

人口減少等を踏まえた既存ストックのマネジメン

ト強化

（４）時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとと

もに、地域と地域を連携


